
【岡山大学】齢によって変わる「オス同士の闘争パターン」を世
界で初めて発見
～歳をとると長く戦い続けてしまう甲虫のナゾ～

＜発表のポイント＞
・昆虫においても齢は繁殖行動に影響を及ぼすことが分かっています。アザラシからクワガタム
シまで、メスとの交尾をめぐるオス同士の闘争はよく研究されてきましたが、オスの齢（加齢）
と戦い方の関係については調べられた例はほとんどありません。
・その理由は齢による闘争行動の変化を正確に評価するために、日齢と体サイズを揃えて、遺伝
的変異も除いたサンプルをたくさん準備して、詳細な行動観察を行うのが困難なためでした。
・岡山大学とエクセター大学の共同研究グループは、発達した大顎を使いオス同士が戦う微小甲
虫（オオツノコクヌストモドキ）を使うことで、これらの要因を排除し行動を厳密に評価できる
ことに気づきました。
・闘争未経験の215対の齢・サイズ・遺伝的背景の均一なオスを準備し、「戦いの激しさおよび長
さ」と「日齢」の関係を調べたところ、①加齢の進んだオスほど戦う時間が長くなり、②若いオ
スでは闘争の激しさと闘争時間の長さは正の相関を示しましたが、加齢したオスではこの関係性
が消えました。オス同士の闘争パターンがオスの齢によって変化することは世界初の発見です。

◆概 要
国立大学法人岡山大学（本部：岡山市北区、学長：那須保友）の大学院環境生命科学研究科修了
の西谷俊輝氏、岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域（農）の宮竹貴久教授、松村健太郎研
究助教は、エクセター大学バイオサイエンス学部（英国）のデイビッド・ホスケン教授らの研究
グループとの長年の共同研究によって、甲虫の一種「オオツノコクヌストモドキ」のオスが羽化
後の日齢によって、対戦相手のオスと戦う戦術を変えており、戦い方も若いオスと加齢したオス
では、行動様式が変化することを明らかにしました。

日齢の経過によって、将来、繁殖に投資できる資源量が変化するため、若いオスと加齢したオス
ではメスをめぐる戦いに対する執着度が異なるためだと考えられます。

この研究成果は2024年2月24日  に、国際行動生態学雑誌「Behavioral Ecology and
Sociobiology」（Q1ジャーナル：Springer オンライン）に掲載されました。

本情報は、2024年3月7日  に岡山大学から公開されました。
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◆宮竹貴久教授からのひとこと
カブトムシやクワガタなどのオスを戦わせての遊びは、日本の子供たちにとってなじみ深いもの
です。わたしも子供時代に夢中で遊びましたが、その戦いを正確に評価するのは困難を伴います
。行動を観察することは大切です。この研究ではその困難を国際共同研究の力によって徹底的に
突き止め、突破することができました。

◆論文情報
論文名：Experimental quantification of genetic and ontogenetic effects on fighting
behavior in the broad horned flour beetle
邦題名：「オオツノコクヌストモドキの闘争行動における遺伝的・発生的影響の実験的定量化」
掲載誌：Behavioral Ecology and Sociobiology
著者：Toshiki Nishitani, Kentarou Matsumura, Erik Postma, Manmohan Dev Sharma, David J
Hosken Takahisa Miyatake
DOI：10.1007/s0 1-w
URL：https://link.springer.com/article/10.1007/s00265-024-03451-w

◆研究資金
本研究は、独立行政法人日本学術振興会（JSPS）「科学研究費」（JP20J00383、JP21H02568、JP2
1K19116）の支援を受けて実施しました。

◆詳しい研究内容について
齢によって変わる「オス同士の闘争パターン」を世界で初めて発見～歳をとると長く戦い続けて
しまう甲虫のナゾ～
https://www.okayama-u.ac.jp/up_load_files/press_r5/press20240307-2.pdf

◆参 考
・岡山大学 学術研究院 環境生命科学学域 昆虫生態学研究室（宮竹貴久教授）
https://sites.google.com/view/miyatake/home
・岡山大学 学術研究院 環境生命科学学域 昆虫生態学研究室（松村健太郎研究助教）
https://sites.google.com/view/matsuken817/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=0

◆参考情報
・体内時計のリズムの振幅は北に行くほど小さくなる！昆虫を使った実証で発見
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/release/release_id806.html
・世界初！ 天敵から逃れる戦略を制御するゲノムの特徴を解明
～死んだふりを操る遺伝子の全貌を突き止めた～
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000337.000072793.html
・食われる側も工夫する：異なる天敵には違う捕食回避戦略を使う甲虫～フリーズか、それとも
死を装うのか？～
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000497.000072793.html
・虫の求愛にもご当地の流儀があった！～婚姻贈呈に見られた地域差～
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000721.000072793.html
・死んだふりに見られた緯度クライン ～北の虫は死んだふりをよく行う～
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https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001335.000072793.html
・いつ、死んだふりから目覚めるべきか
～覚醒を早める集合フェロモンの存在を世界に先駆けて発見！～
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001663.000072793.html
・サツマイモの大害虫イモゾウムシはイモ苗のある場所に固執する
～環境にやさしい害虫根絶に役立つ世界初の発見！～
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000002023.000072793.html

◆本件お問い合わせ先
岡山大学 学術研究院 環境生命自然科学学域（農） 教授 宮竹貴久
〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中1-1-1 岡山大学津島キャンパス
TEL：
FAX：
https://sites.google.com/view/miyatake/home

＜岡山大学の産学官連携などに関するお問い合わせ先＞
岡山大学研究推進機構 産学官連携本部
〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中1-1-1 岡山大学津島キャンパス 本部棟1階
TEL：
E-mail：sangaku◎okayama-u.ac.jp
https://www.orsd.okayama-u.ac.jp/

国立大学法人岡山大学は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を支援しています。また、政
府の第1回「ジャパンSDGsアワード」特別賞を受賞しています。地域中核・特色ある研究大学とし
て共育共創を進める岡山大学にご期待ください

岡山大学 文部科学省「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-
PEAKS）」に採択～地域と地球の未来を共創し、世界の革新の中核となる研究大学：岡山大学の実
現を加速とともに世界に誇れる我が国の研究大学の山脈を築く～
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001935.000072793.html

Generated by ぷれりりプレスリリース
https://www.prerele.com

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001335.000072793.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001663.000072793.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000002023.000072793.html
https://www.google.co.jp/maps?q=%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E5%B8%82%E5%8C%97%E5%8C%BA%E6%B4%A5%E5%B3%B6%E4%B8%AD1-1-1
https://sites.google.com/view/miyatake/home
https://www.google.co.jp/maps?q=%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E5%B8%82%E5%8C%97%E5%8C%BA%E6%B4%A5%E5%B3%B6%E4%B8%AD1-1-1
https://www.orsd.okayama-u.ac.jp/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001935.000072793.html
https://www.prerele.com

